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はじめにはじめにはじめにはじめに    

 『浄水施設更新シミュレータ2014』は浄水施設の更新を検討している水道事業体の方々

に、初めの一歩を踏み出してもらうために開発したソフトです。 

 本シミュレータの最大の特長は、施施施施設更新設更新設更新設更新によるメリットが簡単な入力操作で把握でによるメリットが簡単な入力操作で把握でによるメリットが簡単な入力操作で把握でによるメリットが簡単な入力操作で把握で

きるきるきるきるところです。 

この操作マニュアルでは、『浄水施設更新シミュレータ 2014』を有効に使っていただ

くために、入力方法や結果の見方を図解で示しました。そのため、具体的な設計思想、

計算根拠や用語解説については、別冊の『浄水施設更新シミュレータ 2014 解説書』を

ご覧ください。 

 下表に『浄水施設更新シミュレータ』の対象や機能を簡単にまとめました。 

対象者対象者対象者対象者    ・中小規模の水道事業体 

対象施設対象施設対象施設対象施設    

・浄水施設 

浄水能力 100,000 m

3

/日以下、2,000 m

3

/日以上を推奨 

できることできることできることできること    

分分分分かることかることかることかること    

・浄水施設の 50 年間の総費用と 5 年毎の費用 

・更新を実施または未実施の場合の 50 年間の費用比較 

・更新が未実施の場合のリスク（損失額） 

・施設の耐用年数 

・施設の統廃合を想定した費用比較 

・財政負担の少ない更新年の設定 

対象外対象外対象外対象外    

・緩速ろ過、滅菌のみの浄水場 

・現状施設の健全度等は計算可能であるが、 

 設備費の参照金額を利用できない。 

・管路、配水池、ポンプ場などの浄水施設以外の施設 

 本シミュレータは応用編として、建設年の違う複数系統でのシミュレーションや費用

の算出に使う元データの変更など、様々な使い方に対応する設定変更が可能です。しか

しながら、詳細な検討には十分に対応しきれないのは否めませんので、その先は専門的

な関係機関へご相談ください。 
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ⅠⅠⅠⅠ    準備編準備編準備編準備編    

１）事前準備１）事前準備１）事前準備１）事前準備    

 シミュレーションを行うため、事前に準備する情報は以下の通りです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 

２）動作環境２）動作環境２）動作環境２）動作環境    

 本シミュレータは Microsoft Excel 形式です。Microsoft Excel2007、2010、2013 のバ

ージョンで利用できます。 

 パソコンの使用環境として、CPU は intel Pentium4 以上、メモリは 1GB 以上を推奨

します。使用に際してはマクロ設定（4～5 ページ参照）が必要となります。 

 

３３３３））））使い方のヒント使い方のヒント使い方のヒント使い方のヒント    

 ・データは入力途中でも保存できます。保存方法はメニューバーの［ファイル(F)］→

［名前を付けて保存(A)］となります。 

 ・画面中の  をクリックすると項目の説明が表示されます。 

 ・プルダウンメニューが見にくい場合は、画面表示の倍率を上げてください。 

 

４）４）４）４）注意事項注意事項注意事項注意事項    

本シミュレータは更新の有無、更新シナリオの違いをイメージするためのもので本シミュレータは更新の有無、更新シナリオの違いをイメージするためのもので本シミュレータは更新の有無、更新シナリオの違いをイメージするためのもので本シミュレータは更新の有無、更新シナリオの違いをイメージするためのものでありありありあり、、、、

計算結果は実際の数量、金額を表すもので計算結果は実際の数量、金額を表すもので計算結果は実際の数量、金額を表すもので計算結果は実際の数量、金額を表すものでないないないないことをお断りしておきます。 

 

必要な資料・情報 

 浄水場の処理水量（日最大）、処理フロー 

 浄水場からの給水人口 

 給水原価 

 主要設備の最小系列数 

 設備分類（建築、土木、電気、機械、計装）の取得年または最終更新

年 

準備が望まれる（計算精度が上がる）資料・情報 

 設備分類の取得金額（設計書、認可申請書、固定資産台帳、等） 

 処理水量の将来予測 

 原水水質及び浄水水質の管理目標 

 運転管理費（人件費、動力費、薬品費等） 

あると便利な資料・情報 

 アセットマネジメントを実施した場合、その時の資料 

 設備のメンテナンス状況 

 浄水場の将来予測 

 将来の原水及び浄水水質 
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ⅡⅡⅡⅡ    入力編入力編入力編入力編    

１．スタート画面１．スタート画面１．スタート画面１．スタート画面    

 

 

 

操作手順 

① CD-R を挿入し、Excel ファイル『浄水施設更新シミュレータ』をダブルクリ

ックしてソフトを起動します。 

② 浄水施設更新シミュレータが起動し、             をクッリ

クします。 

 

 

 

 

 

 

 

初めて利用する際の注意点 

本ソフトの利用には、事前にマクロを有効にする必要があります。 

画面下の［マクロを有効にするには．．．］をクリックすると［マクロを有効にしてフ

ァイルを開く方法］の画面に切り替わります。 

Excel のバージョン毎に設定方法の記載がありますので、ご使用のものに合わせ、手

順に従い設定します。 

個別にセキュリティレベルの変更が認められていない場合は、PC 管理者にお問合せ

ください。 

クリック 
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マクロをマクロをマクロをマクロを有効有効有効有効にするにするにするにする方法方法方法方法    

 Excel 2007Excel 2007Excel 2007Excel 2007 のののの設定設定設定設定    

操作手順 

② ① 

③ 
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 Excel 2010Excel 2010Excel 2010Excel 2010、、、、2013201320132013 のののの設定設定設定設定    

操作手順 

①

 

② 

③ ④ 

⑤  
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２．基本情報の入力２．基本情報の入力２．基本情報の入力２．基本情報の入力                                                                                            〔解説書 P3～4〕    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

操作手順 

① １～６の基本情報を入力します。全て任意のため空欄でも構いません。 

 作成日‥‥作成日を直接入力または［日付入力］をクリック 

 事業体名‥事業体名を入力 

 所在地‥‥郵便番号（ハイフンなし数字 7 桁）及び所在地を入力 

 記入者‥‥作成者名を入力 

 所属‥‥‥部署名等を入力 

 連絡先‥‥電話番号（半角数字）を入力 

② 入力が完了したら      をクリックし、次画面へ。 

 
 

クリック 
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３．１３．１３．１３．１    入力情報（１）入力情報（１）入力情報（１）入力情報（１）    浄水場の情報浄水場の情報浄水場の情報浄水場の情報                                                        〔解説書 P5～7〕    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    
 
 

 

操作手順 

① １～９を入力します。 ※印の項目は必須 

 浄水場名‥‥‥‥‥‥‥‥浄水場の名称を入力 

［応用編］ 系列の集計で複数の浄水場を合算する場合は、「△△浄水場２系」など名称を

区別できるようにする。 

 現在の浄水量（日最大）‥浄水施設の浄水能力を入力 

 更新する場合の浄水量 ‥（ここでは入力しません） 

 現在の給水人口 ‥‥‥‥対象となる浄水場から給水する人口を入力 

［応用編］系列別に入力する場合は、処理水量比から給水する人口を入力 

 給水原価‥‥‥‥‥‥‥‥給水原価を入力 

 原水の種類‥‥‥‥‥‥‥プルダウンメニューから原水の種類を選択 

 浄水フロー‥‥‥‥‥‥‥プルダウンメニューから現在の浄水処理フローを選択 

 粉末炭の有無‥‥‥‥‥‥粉末活性炭の使用有無を選択（水源事故対策として施設の場  

合は“無”を選択する） 

 主要設備の最小系列数‥‥浄水場設備のうち、最も少ない系列数の設備数を選択 

 その系列名称‥‥‥‥‥‥最小系列の設備名を入力（参考程度） 

② メンテナンスレベルは      をクリックし、次の画面でメンテナンスレベルを採点

します。（操作方法は次項） 

 未入力の場合はメンテナンスレベルが 360 点で評価されます。 

 

クリック 
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３．２３．２３．２３．２    入力情報（１）入力情報（１）入力情報（１）入力情報（１）    メンテナンスレベルスコアメンテナンスレベルスコアメンテナンスレベルスコアメンテナンスレベルスコア                                〔解説書 P7～9〕    

 

 

 

操作手順 

① 評価項目に対する評価レベルを選択します。 

  各項目 20～100 点で 6 項目の合計点で評価します。 

  担当者の主観に基づいて判断してください。 

② 入力が完了したら     をクリックします。メイン画面に戻るとメンテナンスレベル

に数値が反映されます。 

 評価が分からない場合または未入力状態から入力する場合は         をクリ

ックし、     をクリックします。 

かんたん解説 

 設備の更新サイクル（延長係数）を決定するため、現在、実施している維持管理のレベルに

最も近いものを選択します。 

 最低点（120 点）の更新サイクルは法定耐用年数の１倍、最高点（600 点）の更新サイク

ルは約 1.5～1.6 倍となります。 

 

クリック 
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３．３３．３３．３３．３    入力情報（１）入力情報（１）入力情報（１）入力情報（１）    設備分類毎の情報設備分類毎の情報設備分類毎の情報設備分類毎の情報                                            〔解説書 P10～15〕    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

操作手順 

① 各設備の建設または更新を行った年を入力するかプルダウンメニューより選択します。 

② 取得金額を入力します。 

③ 取得金額がわからない時は参照入力ボタンをクリックし、次の画面より選択します。（操作

は次項参照） 

④ 入力が完了したら      をクリック、「Ⅰ．浄水場の情報」の入力必須項目を変更後

に取得金額を入力していれば「はい」をクリックし、次画面へ。 

 

【補足】シミュレーション実行後に入力必須項目を変更した場合、取得金額の再入力が必須と

なります。建設（更新）年については、変更がなければ再入力必要はありません。 

かんたん解説 

 取得年が多年度にわたる場合、最も金額の大きい設備を取得した年あるいは主要な設備を取

得した年として下さい。 

 設備を部分的に更新している場合の建設（更新）年の設定は、規模の大きい更新年、主要な

設備の更新を行ったなど、代表的な年を選択します。 

 取得金額は着水井から浄水池を対象としており、取水・導水・配水・排水処理・受変電、外

構の各設備、場内整備、管理棟などは含まないことを基本としております。 

 シミュレーションの精度を上げたい場合、設備の取得年と金額を確認できる資料（設計書、

認可申請書、固定資産台帳など）から金額を抽出して下さい。 

 設備の取得年と金額を確認できる資料からの金額抽出が困難な場合、“参照入力”にて表示

される金額を参考にして下さい。 

クリック 

クリック 
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３．４３．４３．４３．４    入力情報（１）入力情報（１）入力情報（１）入力情報（１）    取得金額の参照取得金額の参照取得金額の参照取得金額の参照                                                〔解説書 P10～15〕    

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

操作手順 

① 参照入力ボタンをクリックすると、前画面で入力した設備の建設（更新）年が自動的に選択さ

れています。 

②         をクリックすると、メイン画面に戻り、金額が入力されます。 

          をクリックすると、取得金額が入力されずにメイン画面に戻ります。 

かんたん解説 

 設備の取得金額は、各浄水フローにおける参考コストを基にデフレータを使って計算された金

額です。 

 デフレータは 2012 年時点のものとなっているため、2012 年以降は同額となります。 

 
 
 
 
 

クリック 
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４．１４．１４．１４．１    入力情報（２）入力情報（２）入力情報（２）入力情報（２）    浄水プロセスの選定浄水プロセスの選定浄水プロセスの選定浄水プロセスの選定                                        〔解説書 P15～18〕    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

操作手順 

① 更新する場合の浄水量‥‥‥更新後の施設の浄水量に増減がある場合、数値を入力します。 

 現在の浄水量と変わらない場合、入力は必要ありません。 

 未入力とした場合、自動的にシナリオ４、シナリオ５が未選択となります。 

② プロセス選定‥‥‥［現状の原水水質］、［将来予想される原水水質］、［要求される浄水水

質］をプルダウンメニューから選択します。 

 原水、浄水水質は最大値を選択します。 

 ［カビ臭］はジェオスミンと 2-メチルイソボルネオールの合計値を入力します。 

 ［THMFP］はトリハロメタン生成能を示します。THMFP の水質検査データがない場合は、浄

水の総トリハロメタンと同等かそれ以上の値を選択してください。 

 どちらかの原水水質と要求される浄水水質が未入力の場合、推奨プロセスは選定されません。 

③ 希望フロー‥‥‥推奨プロセスを参考に、［希望フロー］を選択します。 

 希望フローと現在のフローが同じ場合、自動的にシナリオ３及び５が非選定となります。 

 粉末炭ありのフローを選択した場合は、［粉末炭平均注入率］及び［粉末炭注入日数］を入力

します。未入力の場合、10mg/L、 365 日/年注入する条件で運転費が計算されます。 
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４．２４．２４．２４．２    入力情報（２）入力情報（２）入力情報（２）入力情報（２）    シナリオの選択シナリオの選択シナリオの選択シナリオの選択                                                〔解説書 P18～21〕    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

操作手順 

① シミュレーションするシナリオ 2～5 を選択します。 

 シナリオ１は自動的に選択されます。 

 選択できないシナリオは左側に表示される[非表示理由]を参照ください。 

② 次回更新年を［任意の年に一斉更新］とした場合、一斉更新する年を入力します。 

③ 入力が完了したら     をクリックし、次画面へ。  

かんたん解説 

 ［現在設備の更新時期で更新］は各設備の老朽化に伴い、それぞれ更新を行う場合に選択し、

［任意の年に一斉更新］では浄水施設の全面更新を行う場合に選択します。 

 現在と異なる希望フローの場合、［任意の年に一斉更新］としなければシナリオ３及び５は

選択できません。 

 

 

クリック 

クリック 
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５．入力情報の確認及びシミュレート実行５．入力情報の確認及びシミュレート実行５．入力情報の確認及びシミュレート実行５．入力情報の確認及びシミュレート実行        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

操作手順 

① 入力情報を確認します。 

② 問題がなければ   をクリックし、一度状態を保存することをお勧めします。 

③ 次に      をクリックします。 

④ ［シミュレーションを実行します。よろしいですか？］で［はい］をクリックします。 

⑤ 修正する場合は     をクリックします。 

 必須項目が入力されていない場合は、エラーメッセージが表示されます。 

 

クリック 
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ⅢⅢⅢⅢ    結果編結果編結果編結果編    

１．結果の表示１．結果の表示１．結果の表示１．結果の表示                                                                                                〔解説書 P21～23〕    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

操作手順 

① 計算が終了すると画面右上に        が

表示されるので、ボタンをクリックします。 

② ［シミュレーション結果表示］の画面が表示されま

すので、確認したいボタンをクリックします。 

③ 次の画面が表示されたら、     ボタンで表示

を閉じます。 

④ 結果を印刷する場合は、     ボタンをクリッ

クし、［シミュレーション結果印刷］を表示させます。 

⑤ 全て印刷する場合は、そのまま印刷します。個別に

行う場合は、［印刷する帳票を選択する］をチェック

し、当該項目を選択して印刷します。 

 《SHIFT》を押したまま他の項目をクリックすると、

そこまでの連続した複数の帳票を選択できます。 

 《CRTL》を押したまま他の項目をクリックすると、

各々の帳票を選択できます。 

⑥ 再度［シミュレーション結果表示］を表示させたい

ときは、画面右上の        をクリックし

ます。 

 

クリック 
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２．健全度評価２．健全度評価２．健全度評価２．健全度評価                                                                                                        〔解説書 P24〕    

健全度評価結果健全度評価結果健全度評価結果健全度評価結果

建築構造物建築構造物建築構造物建築構造物 単位：百万円 土木構造物土木構造物土木構造物土木構造物 単位：百万円

2011年 2016年 2021年 2026年 2031年 2036年 2041年 2046年 2051年 2056年 2011年 2016年 2021年 2026年 2031年 2036年 2041年 2046年 2051年 2056年

健全資産 64 健全資産 292 292 292

経年化資産 64 64 64 64 64 経年化資産 292 292 292 292 292 292

老朽化資産 64 64 64 64 老朽化資産 292

電気設備電気設備電気設備電気設備 単位：百万円 機械設備機械設備機械設備機械設備 単位：百万円

2011年 2016年 2021年 2026年 2031年 2036年 2041年 2046年 2051年 2056年 2011年 2016年 2021年 2026年 2031年 2036年 2041年 2046年 2051年 2056年

健全資産 健全資産

経年化資産 495 495 経年化資産 729

老朽化資産 495 495 495 495 495 495 495 495 老朽化資産 729 729 729 729 729 729 729 729 729

計装設備計装設備計装設備計装設備 単位：百万円

2011年 2016年 2021年 2026年 2031年 2036年 2041年 2046年 2051年 2056年

健全資産

経年化資産

老朽化資産 16 16 16 16 16 16 16 16 16 16

合計合計合計合計 単位：百万円

2011年 2016年 2021年 2026年 2031年 2036年 2041年 2046年 2051年 2056年

健全資産 355 292 292 0 0 0 0 0 0 0

経年化資産 1,224 558 64 355 355 355 292 292 292 0

老朽化資産 16 745 1,239 1,239 1,239 1,239 1,303 1,303 1,303 1,595

資産の健全度（構造物及び設備）資産の健全度（構造物及び設備）資産の健全度（構造物及び設備）資産の健全度（構造物及び設備）
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操作手順 

① 画面右上の        ボタンをクリックします。 

② ［シミュレーション結果表示］の画面の［健全度評価］ボタンをクリックします。 

③ 次の画面が表示されたら、     ボタンで表示を閉じます。 

かんたん解説 

 現在の設備のうち、今後 50 年間における資産の健全度の推移を示します。棒グラフの赤（老

朽化資産）の割合が大きいほど、設備の故障リスクが高いことを示します。 

 厚生労働省作成の「水道事業におけるアセットマネジメントに関する手引きおよび支援ファ

イル」に従って、設備の健全度の経年変化を計算しています。 

 

 

 

 

 

 

 

キーワードキーワードキーワードキーワード    

� 健全資産  経過年数が法定耐用年数以内の資産額 

� 経年化資産  経過年数が法定耐用年数の 1.0～1.5 倍の資産額 

� 老朽化資産  経過年数が法定耐用年数の 1.5 倍を超えた資産額 

� 水道施設の法定耐用年数（「日本水道協会 水道施設更新指針」より） 

建築構造物 50 年 電気設備 20 年 

土木構造物 60 年 計装設備 10 年 

機械設備 15 年  
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３．リスク３．リスク３．リスク３．リスク    影響水量影響水量影響水量影響水量                                                                                    〔解説書 P29～30〕    

 

■リスク　影響水量■リスク　影響水量■リスク　影響水量■リスク　影響水量

単位：ｍ

3

／日

区　分 2011年 2016年 2021年 2026年 2031年 2036年 2041年 2046年 2051年 2056年

電気設備 0 0 1,113 1,361 1,507 1,574 1,596 1,602 1,604 1,604

機械設備 0 807 1,124 1,351 1,472 1,520 1,535 1,538 1,538 1,538

計装設備 697 1,005 1,264 1,436 1,526 1,563 1,576 1,579 1,579 1,580

影響水量 697 1,005 1,264 1,436 1,526 1,574 1,596 1,602 1,604 1,604

浄水能力 14,303 13,995 13,736 13,564 13,474 13,426 13,404 13,398 13,396 13,396

浄水施設更新シミュレーター　水道技術研究センター　2011年10月

本シミュレーションは、シナリオによって、どの程度の違いが生じるのかイメージするためのツールであり、計算結果は実際の数量、金額を

表すものではありません。

設備劣化事故による設備劣化事故による設備劣化事故による設備劣化事故による
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操作手順 

① 画面右上の        ボタンをクリックします。 

② ［シミュレーション結果表示］の画面の［リスク影響水量］ボタンをクリックします。 

③ 次の画面が表示されたら、     ボタンで表示を閉じます。 

かんたん解説 

 影響水量＝（現在の浄水能力/主要設備最小系列数）×設備事故率×（1-バックアップ率） 

 バックアップ率 60% として計算しています。 

 

 

 

 

 

 

キキキキーワードーワードーワードーワード    

� 影響水量 
老朽化による設備故障で給水できなくなる一日当たりの浄水量（m

3

/d） 
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４．リスク損失額４．リスク損失額４．リスク損失額４．リスク損失額                                                                                                    〔解説書 P30〕    

 

■リスク　損失額■リスク　損失額■リスク　損失額■リスク　損失額

単位：百万円

区　分 2011年 2016年 2021年 2026年 2031年 2036年 2041年 2046年 2051年 2056年

損失額 56 80 101 115 122 126 128 128 128 128

影響水量 697 1,005 1,264 1,436 1,526 1,574 1,596 1,602 1,604 1,604

浄水施設更新シミュレーター　水道技術研究センター　2011年10月

本シミュレーションは、シナリオによって、どの程度の違いが生じるのかイメージするためのツールであり、計算結果は実際の数量、金額を

表すものではありません。

設備劣化事故における損失設備劣化事故における損失設備劣化事故における損失設備劣化事故における損失
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操作手順 

① 画面右上の        ボタンをクリックします。 

② ［シミュレーション結果表示］の画面の［リスク損失額］ボタンをクリックします。 

③ 次の画面が表示されたら、     ボタンで表示を閉じます。 

かんたん解説 

 損失額は以下の算定式で計算しています。 

損失額（円）=影響水量（m

3

/d）×給水原価（円/m

3

）×復旧日数（d） 

           ＋影響人口（人）×補償費（円）×復旧日数（d） 

  復旧日数：5 日 影響人口：最大影響水量÷浄水量×給水人口 補償費：7,428 円 

 給水できなくなる浄水量は、最大影響水量に復旧日数を乗じたもので、需用者への補償日数

＝復旧日数です。 

 

 

 

 

 

 

 

キーワードキーワードキーワードキーワード    

� 損失額 
給水できなくなる浄水量によって生じる料金収入の損失と需用者への補償費

の合計金額。損失額算出の基となる影響水量は、電気・機械・計装起因の影

響水量中の最大値（最大影響水量） 

� 復旧日数 
老朽化による設備故障で給水停止となってから修理が完了するまでの日数 
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５．シナリオ１５．シナリオ１５．シナリオ１５．シナリオ１                                                                                〔修繕費は解説書 P28～29〕    

 

■修繕及び更新費用■修繕及び更新費用■修繕及び更新費用■修繕及び更新費用

シナリオ１：シナリオ１：シナリオ１：シナリオ１： 更新しない場合の設備修繕費更新しない場合の設備修繕費更新しない場合の設備修繕費更新しない場合の設備修繕費

単位：百万円

区分

2011年～

2015年

2016年～

2020年

2021年～

2025年

2026年～

2030年

2031年～

2035年

2036年～

2040年

2041年～

2045年

2046年～

2050年

2051年～

2055年

2056年～

2060年

計

電気 0 220 453 530 571 588 593 595 595 595 4,740

機械 279 513 669 769 818 835 840 841 841 841 7,245

計装 10 13 16 18 18 19 19 19 19 19 170

計 289 746 1,138 1,317 1,407 1,442 1,452 1,454 1,455 1,455 12,154

浄水施設更新シミュレーター　水道技術研究センター　2011年10月

本シミュレーションは、シナリオによって、どの程度の違いが生じるのかイメージするためのツールであり、計算結果は実際の数量、金額を

表すものではありません。

更新しない場合の設備修繕費の推移更新しない場合の設備修繕費の推移更新しない場合の設備修繕費の推移更新しない場合の設備修繕費の推移
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操作手順 

① 画面右上の        ボタンをクリックします。 

② ［シミュレーション結果表示］の画面の［シナリオ１］ボタンをクリックします。 

③ 次の画面が表示されたら、     ボタンで表示を閉じます。 

かんたん解説 

 シナリオ１は、現状の施設を修繕のみで運用した場合のシミュレーション結果です。 

 棒グラフは５年毎に今後 50 年までの修繕費用の推移を示します。 
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６．シナリオ２～５６．シナリオ２～５６．シナリオ２～５６．シナリオ２～５                                                                    〔更新費用は解説書 P30～32〕    

 

■修繕及び更新費用■修繕及び更新費用■修繕及び更新費用■修繕及び更新費用

シナリオ２：シナリオ２：シナリオ２：シナリオ２： 現在と同じフロー・水量で更新、使用年数はメンテナンスレベルから算出現在と同じフロー・水量で更新、使用年数はメンテナンスレベルから算出現在と同じフロー・水量で更新、使用年数はメンテナンスレベルから算出現在と同じフロー・水量で更新、使用年数はメンテナンスレベルから算出

単位：百万円

区分

2011年～

2015年

2016年～

2020年

2021年～

2025年

2026年～

2030年

2031年～

2035年

2036年～

2040年

2041年～

2045年

2046年～

2050年

2051年～

2055年

2056年～

2060年

計

建築 64 0 0 0 0 0 0 0 0 0 64

土木 292 0 0 0 0 0 0 0 0 0 292

電気 495 0 0 0 0 495 0 0 0 0 989

機械 729 0 0 0 729 0 0 0 729 0 2,186

計装 16 0 0 16 0 0 16 0 16 0 64

電気 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

機械 125 0 0 0 0 0 0 0 0 0 125

計装 5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5

1,726 0 0 16 729 495 16 0 745 0 3,726

浄水施設更新シミュレーター　水道技術研究センター　2011年10月

本シミュレーションは、シナリオによって、どの程度の違いが生じるのかイメージするためのツールであり、計算結果は実際の数量、金額を

表すものではありません。

更

新

費

用

修

繕

費

用

計計計計

修繕及び更新需要修繕及び更新需要修繕及び更新需要修繕及び更新需要((((構造物及び設備構造物及び設備構造物及び設備構造物及び設備))))
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建築 土木 電気 機械 計装 電気(修繕) 機械(修繕) 計装(修繕)

 

 

操作手順 

① 画面右上の        ボタンをクリックします。 

② ［シミュレーション結果表示］の画面の ［シナリオ２～５］ ボタンをクリックします。 

③ 次の画面が表示されたら、     ボタンで表示を閉じます。 

かんたん解説 

 シナリオ２～５は設定したメンテナンスレベルに応じ、現状及び希望の浄水フロー、現状及

び将来の処理水量で更新を行ったシミュレーション結果です。 

 シミュレーションした結果を５年毎に今後 50 年までにかかる更新及び修繕費用の推移を

示します。 

 シナリオ２およびシナリオ４のシミュレーションでは、50 年間に土木設備、建築設備の更

新が一度も発生しない場合には、参考として、51～100 年に発生する更新の時期と費用を

画面上に表示します。 
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７．まとめ表７．まとめ表７．まとめ表７．まとめ表                                                                                〔運転費等は解説書 P32～35〕    

 

かんたん解説 

 シナリオ 1～5 のシミュレ

ーション結果のうち「更新

費・修繕費・運転費の 50

年間合計」及び「損失額・

高度処理による便益・膜ろ

過による便益の 50 年間合

計」を一覧表と棒グラフで

示します。 

 上段の棒グラフは、「更新

費、修繕費、運転費の 50

年間合計」と「損失額、高

度処理による便益、膜ろ過

による便益の 50 年間合計」

を合算したものです。 

 下段の棒グラフは、「更新

費、修繕費、運転費の 50

年間合計」と「損失額、高

度処理による便益、膜ろ過

による便益の 50 年間合計」

を分けて表示したもので

す。 

 

 

 

 

 

 キーワードキーワードキーワードキーワード    

� 運転費 
運転費は変動費（動力費、薬品費、消耗品費）と人件費の和であり、

運転費＝給水原価×0.13＋給水原価×0.15（膜ろ過以外） 
   ＝給水原価×0.13＋給水原価×0.15×0.8（膜ろ過）で算出 

� 高度処理による便益 
高度浄水処理を採用した場合、需用者のうち家庭でボトルウォーターを利用

している人がボトルウォーターを購入しなくなる費用 

� 膜ろ過による便益 
浄水中の耐塩素性病原性微生物に起因する健康障害によって失われる経済的
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８．データの修正と再計算８．データの修正と再計算８．データの修正と再計算８．データの修正と再計算    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

操作手順 

① 入力内容の変更や違う条件で入力を行う場合は、結果表示画面右上の        を

クリックし、［シミュレーション結果表示画面］を表示させます。 

② ［基礎データを修正して再度シミュレート］をクリックします。 

③ 修正したい画面の項目をクリックし、データを修正します。 

④ 入力が完了したら      をクリックし、結果画面を確認します。 

⑤ はじめからシミュレーションを行う場合は、         をクリックします。 

かんたん解説 

 入力した数値や希望する処理フローなど一部の条件を変更して再度シミュレーションする

場合に使います。基本情報などを再入力する手間が省けます。 

 それぞれの結果は［名前を付けて保存］することで容易に比較ができます。 

 

クリック 

クリック 
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ⅣⅣⅣⅣ    応用編応用編応用編応用編    

 ここでは、応用編として本シミュレータをさらに活用してもらう方法を紹介します。 

 応用編では系列の集計、計算条件設定値の変更、結果のコピー等が可能です。 

 

１．系列の集計１．系列の集計１．系列の集計１．系列の集計                                                                                                〔解説書 P35～36〕    

拡張や増設などで同一浄水場でも建設年が異なる系列（浄水フロー単位で）が存在する場合、

あるいは処理方式が異なる系列がある場合には、浄水フロー毎に設備所得金額と取得年を入力す

る必要があるため、双方の条件の入力はできません。 

 そこで本シミュレータでは、異なる浄水フロー、取得金額の条件について別々にシミュレーシ

ョンを実行してから、各々の結果を合算する方法を採用しております。 

ここではこの操作を「系列の集計」と定義します。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 系（1977 年） 2 系（1994 年） 

例 1 系列で建設年が異なる場合 

1 系（凝集＋急速ろ過） 2 系（凝集＋沈殿＋急速ろ過） 

例２ 系列で異なる浄水フロー 

3 系（1999 年） 

高区浄水場（統合） 低区浄水場（廃止） 

例４ 浄水場の統廃合 

この場合は、〈入力情報（１）浄水場の情報〉における浄水量、給水人口及び〈設備分類毎の

情報〉が異なりますので、系列毎で 3 回のシミュレーションを行い、結果を合算します。 

＊浄水量、給水人口は系列毎が担う数値で入力してください。 

この場合は、〈入力情報（１）浄水場の情報〉における浄水量、給水人口及び浄水フローが異

なりますので、系列毎で 2 回のシミュレーションを行い、結果を合算します。 

浄水場を統合し、1 箇所は廃止とする場合も系列の集計によりシミュレーションが可能です。 

具体的な方法は、P28 以降の操作を参照します。 

北部浄水場 南部浄水場 

例３ 全浄水場の 50 年間の費用合算 

東部浄水場 

浄水場毎にシミュレーションを行い、それぞれのデータを合算することで、全ての浄水場に関

しての各シナリオにおける 5 年毎、50 年後までにかかる費用が把握できます。 

西部浄水場 
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１．１１．１１．１１．１    まとめ表ファイルの保存まとめ表ファイルの保存まとめ表ファイルの保存まとめ表ファイルの保存                                                                〔解説書 P35～36〕    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

操作手順 

（本操作は一度シミュレーションが終了した後の操作となります） 

① 結果表示画面右上の        をクリックし、［シミュレーション結果表示画面］を

表示させます。 

② ［系列データ保存・合計］をクリックします。 

③ ［現在表示されている集計結果を保存］にチェックが入っていることを確認し、［OK］を選

択します。 

 

クリック 

クリック 
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操作手順 

④ ファイルの保存場所を指定します。［新しいフォルダの作成］または［OK］を選択し、保存

先のフォルダを決定します。 

 ファイルは CSV 形式で保存されます。 

⑤ ファイル名を確認（変更）して保存します。 

 シミュレーション結果を保存したい場合は、通常の Excel 操作と同様に［“ファイル(F)”

→“名前をつけて保存(A)”］から保存します。 

 
 

１．２１．２１．２１．２    別系列の計算別系列の計算別系列の計算別系列の計算    

 

操作手順 

① Ⅲ ９．データの修正と再計算（p.21 参照）と同様の操作を行います。 

② 別系列のデータを入力し、入力が完了したら       から結果画面を確認します。 

③ ［まとめ表］を確認し、Ⅳ １．１まとめ表ファイルの保存と同様の操作を行い、別系列デ

ータに名前を付けて保存します。 

④ 必要に応じて①～③を繰り返します。 

 保存するファイルは同じフォルダに入れてください。 

 最大 5 つのファイルを集計することが可能です。 

 

クリック 

クリック 
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１．３１．３１．３１．３    集計操作集計操作集計操作集計操作                                                                                                    〔解説書 P35〕    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

操作手順 

① 集計するファイルの保存が完了したら結果表示画面右上の        をクリック

し、［シミュレーション結果表示画面］を表示させます。 

② ［系列データ保存・合計］をクリックします。 

③ ［系列の集計を行う］をチェックし、［OK］を選択します。 

④ まとめ表ファイルを保存したフォルダの場所を選択して［OK］をクリックします。 

 

クリック 

クリック 
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操作手順 

⑤ ［統合ファイルの指定］で表示されたファイルのうち集計から除外するファイルがなけれ

ば［OK］をクリックします。 

⑥ 集計に使用しないデータはファイル名を選択して［集計から除外］をクリックします。 

⑦ 集計が完了したことを確認して［OK］をクリックします。 

 
 

１．４１．４１．４１．４    計算結果の表示計算結果の表示計算結果の表示計算結果の表示    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

操作手順 

① 結果表示画面［系列の集計］をクリックし、集計結果をそれぞれ確認します。 

 

クリック 

クリック 

クリック 
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かんたん解説 

 シナリオ 1～5 のシミュレーション結果のうち「更新費、修繕費、運転費の 50 年間合計」

及び「損失額、高度処理による便益、膜ろ過による便益の 50 年間合計」を複数系列分一覧

表と棒グラフで表示します。 

 上段の棒グラフは、「更新費、修繕費、運転費の 50 年間合計」と「損失額、高度処理によ

る便益、膜ろ過による便益の 50 年間合計」を合算したものです。 

 下段の棒グラフは、「更新費、修繕費、運転費の 50 年間合計」と「損失額、高度処理によ

る便益、膜ろ過による便益の 50 年間合計」を分けて表示したものです。 
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１．５１．５１．５１．５    具体例具体例具体例具体例    施設の統廃合施設の統廃合施設の統廃合施設の統廃合    

 系列の集計を使うと、施設の統廃合（2 箇所の浄水場のうち、1 箇所を廃止し、1 箇所に統合）

を想定したシミュレーションが可能となります。方法は以下の 4 つのプロセスで行います。 

① 各浄水場のシミュレーションを実行します。この場合、統合する浄水場について、更新す

る場合の浄水量を変更し、シナリオ４を選択します。 

② それぞれのまとめ表のデータを保存します。（P23） 

③ 集計操作を行います。（P25） 

④ シナリオ２とシナリオ４の費用を比較します。 

ただし、入力操作を行うにあたり、若干特殊な方法が必要になりますので、具体的な例を以下

に紹介します。 

 

○想定 

 低区浄水場の老朽化に伴い、近隣で連絡管が接続している高区浄水場にその機能を移すことと

し、低区浄水場を廃止することとした。高区浄水場は処理水量増加に伴い、施設を 2015 年に一

斉更新する。 

 

○シミュレーション方法 

 下表の入力条件でシミュレーションを実行します。 

表 入力条件 

浄水場名 高区浄水場（統合） 低区浄水場（廃止） 

現在の浄水量（日最大） 10,000 m3/日 6,000m3/日 

現在の給水人口 20,000 人 7,500 人 

給水原価 160 円/m3 160 円/m3 

原水種類 表流水 表流水 

浄水フロー 凝集+沈澱+急速ろ過 凝集+沈澱+急速ろ過 

粉末炭の有無 無 無 

主要設備の最小系列数 1 1 

メンテナンスレベル 合計 360 合計 320 

更新する場合の浄水量 14,000 m3/日 6,000m3/日 

希望フロー 

（現状と異なるフロー） 

変更なし 変更なし 

建設（更新）年 全て 1985 年 全て 1965 年 

取得金額 シミュレータの参考コスト 

次回更新年 2015 年 現状設備の更新年 

シナリオ選択 シナリオ２及び４ シナリオ２ 

 

 

0m3/日ではエラー

になるため、現状通

りで入力します 
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○シミュレーション結果 

 上記の条件でシミュレーションを行い、系列の集計を行った結果を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 シナリオ１は、統廃合を行わず、修繕のみで 50 年間運用した場合の費用となります。 

 シナリオ２は、統廃合を行わず、施設を更新しながら運用した場合の 50 年間の総費用となり

ます。 

 シナリオ４は、統廃合した場合の 50 年間の総費用となります。 

 これらのシナリオにおける50年間の総費用を比較し、統廃合のメリットの有無を確認します。 

 例に示した結果では、統廃合を行った場合、統廃合を行わない場合に比べ 50 年間の総費用は、

47 億円のコスト削減が見込める結果となりました。 

 なお、ここで示す 50 年間の総費用は浄水施設に係わる費用のみであり、廃止施設の取り壊し

や新たな管網整備については別途試算していただく必要があります。 
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２．マスターの変更（計算条件の変更）２．マスターの変更（計算条件の変更）２．マスターの変更（計算条件の変更）２．マスターの変更（計算条件の変更）                                                            〔解説書 P36〕    

 修繕費や運転費などの算出は一般化した費用や係数を設定して行っていることから、設備費な

どが平均から大きく外れる場合には、実情と大きく異なる結果が算出されます。 

そこで費用計算の精度を高めるために、マスター変更として、任意に設備費と運転費の設定を

可能としました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

操作手順 

① 結果表示画面右上の        をクリックし、［シミュレーション結果表示画面］を

表示させます。 

② ［マスター変更］をクリックします。 

③ ［移動］を選択します。 

 

 

 

 

クリック 
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操作手順 

④ 修繕費を修正する場合、［修繕費補正係数］を変更します。 

⑤ 設備費を修正する場合、［設備費基準金額］を変更します。 

 設備費を変更すると自動的に修繕費、損失額も修正されます。 

⑥ 運転費のうち変動費を修正する場合、［基準給水原価］、［変動費係数］を変更します。 

⑦ 運転費のうち人件費を変更する場合は、［職員労務単価］、［職員数］、［外注労務単価］、［外

注者数］を変更します。 

⑧ 数値を変更したら       をクリックします。 

⑨ 入力内容でよければ［はい］を選択し、完了を確認したら［OK］をクリックします。 

 初期値に戻す場合は、      をクリックします。 

⑩ マスター変更以外に変更がなければ、       を行います。 

かんたん解説 

 運転費のうち［変動費係数］は全シナリオの計算に反映され、そのほかはシナリオ 3 及び

5 に反映されます。そのため、全シナリオの運転費の修正が必要な場合は、［変動費係数］

を変更します。また、シナリオ 2 及び４とシナリオ 3 及び５の運転費の差が大きい場合に

は、［職員労務単価］、［職員数］、［外注労務単価］、［外注者数］を変更します。 

クリック 

クリック 
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３．結果データのコピー３．結果データのコピー３．結果データのコピー３．結果データのコピー    

 シミュレーション結果画面はコピー等の操作を制限しているため、通常操作では編集は不可能

です。そこで、本設定では【別ブックへのコピー】として結果データを利用できるようにしてい

ます。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

操作手順 

① 結果表示画面右上の        をクリックし、［シミュレーション結果表示画面］を

表示させます。 

② ［別ブックへコピー］をクリックします。 

③        をクリックします。 

④ 確認画面で［OK］をクリックすると、別ファイルが開き、結果が表示されます。 

 コピーは 30 秒から 60 秒程度時間を要します。 
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ⅤⅤⅤⅤ    Q&AQ&AQ&AQ&A    

１．準備編１．準備編１．準備編１．準備編    

Q Microsoft Excel 以外のソフトで起動できますか。 

A Microsoft Excel 以外のソフトで起動できません。 

 

２．入力編２．入力編２．入力編２．入力編    

◇浄水場の情報 

〔給水人口、給水原価〕 

Q 給水人口は浄水場単位ではなく、水道事業全体のものですが算出可能ですか。 

A 具体的な給水人口が分からない場合は、次の式より便宜的に給水人口を決定してくだ

さい。 

  給水人口＝当該浄水場の浄水量÷水道事業全体の浄水量×給水人口 

 

〔原水種類〕 

Q 原水の種類が複数ありますが、一つしか選択できませんが問題ないでしょうか。 

A 問題ありません。ただし、原水の違いによって浄水フローが異なる場合は、P24 以降

の操作に従い、系列毎にシミュレートを行い、合算を行う必要があります。 

 

〔浄水フロー〕 

Q 浄水フローの選択肢がありません 

A 選択肢に該当しない浄水フローの場合は選択肢の中で最も近い浄水フローを選択し

てください。最も近いものがない浄水フローはシミュレーションの対象外となります。 

 

Q 系列で浄水フローが異なりますが、算出は可能でしょうか。 

A P24 以降の操作に従い、系列毎にシミュレートを行い、合算を行う必要があります。 

 

〔メンテナンスレベル〕 

Q メンテナンスレベルスコアの評価の採点基準となるものはありますか。 

A 評価レベルに関して、最も近いと思われるものを選択してください。 

 

〔設備分類毎の情報〕 

Q 更新を部分的に行っており、建設（更新）年が一つの年に決めることができません。 

A 多くの場合、一つの該当年に特定することは難しいと思います。そこで、代表年の設

定、費用負担の多い年、費用負担の多い年などから総合的に判断してください。 

 

Q 系列を増設しているため、建設（更新）年が異なります。 

A 系列の集計が必要となります。P24 以降の操作に従い、増設年毎にシミュレートを行

い、合算を行う必要があります。 
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〔推奨浄水プロセスの情報〕 

Q THMFP とは何ですか。 

A トリハロメタン生成能を示します。 

 

Q THMFP の測定値がありませんが、シミュレーションに問題はありませんか。 

A 浄水の総トリハロメタンを参考に入力または＋αで設定してください。 

 

Q 将来予想される原水水質、要求される浄水水質を想定できません。 

A 操作上では推奨プロセスが表示されませんので、希望フローを現状または自前で検討

するものがあれば設定してください。 

 

◇シナリオの選択 

Q シナリオ３、４、５が選べません。 

A 現在と同様の浄水フロー及び浄水量の場合は選択できません。また、浄水フローが異

なっていても「任意の年に一斉更新」としなければ選択できません。 

 

Q シナリオ３、５が選べません。 

A 現在と同様の浄水フローの場合は選択できません。また、浄水フローが異なっていて

も「任意の年に一斉更新」としなければ選択できません。 

 

Q シナリオ４、５が選べません。 

A 入力情報（２）の“更新する場合の浄水量”が“現在の浄水量”と 同じ値の場合、

シナリオ４、５は選択できません。現在の浄水量とは異なる値を入力して下さい。 

 

３．結果編３．結果編３．結果編３．結果編    

Q 現状に比べ、希望フロー（シナリオ３、５）での運転費がかなり高く算出されます。 

A 運転費は浄水フロー「凝集＋沈澱＋急速ろ過」での給水原価を 180 円（全国平均給

水原価を参照）と設定して、浄水フローに応じて係数を掛けて算出しています。現状

の給水原価が 180 円と比べ安価な場合、運転費は高価になります。マスターの変更

より給水原価は変更することができます。 

 

Q 現在の浄水フローで粉末炭“有”を選択し、希望フローで現在と同じ浄水フローの粉

末炭“無”を選択しましたが、運転費は粉末炭“無”の希望フローの方が高くなりま

す。 

A 現状フローでの運転費は入力された給水原価を基に算出していますが、希望フローで

の運転費は浄水フロー「凝集＋沈澱＋急速ろ過」での給水原価を 180 円（全国平均

給水原価を参照）と設定して、浄水フローに応じて係数を掛けて算出しています。マ

スターの変更より給水原価は変更することができます。 
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Q 現状に比べ、修繕費がかなり高く算出されます。 

A 補正係数 0.3 を設定しております。マスターの変更にて 0.3 より低い値を入力してく

ださい。  

 

Q 系列の集計で結果データの入っているフォルダが選べません。 

A 同一のフォルダに結果データを移動またはコピーしてから、再度系列の集計作業を行

ってください。 

 

Q 各結果を報告書等にコピーしたいのですが、どのようにすればいいですか。 

A 「Ⅳ ３．結果データのコピー(P32)」をご参照ください。 

 

４．その他４．その他４．その他４．その他    

Q 厚生労働省のホームページで提供されている「アセットマネジメント簡易支援ツー

ル」（以下、「簡易支援ツール」）との違いは何ですか。 

A 簡易支援ツールでは管路も含めた水道施設全体を対象としているのに対し、本シミュ

レータは浄水施設の更新支援に特化しています。その分、簡易な操作・データ入力の

割に浄水施設更新に関して得られる情報は豊富となっています。ただし、両者はベー

スとする費用データや更新時期の考え方が一部、異なるため、同条件のシミュレーシ

ョンを行った場合でも、得られる結果が異なる可能性がありますのでご注意ください。 

 

Q 旧版と 2014 版との違いは何ですか。 

A ①対応する Excel のバージョンが異なること（P2 参照）、②シナリオ２、４において

「現状設備の更新時期で更新」を選択した場合の更新方法の変更（解説書 P19～20

参照）、③デフレータの更新などです。 

  Excel2000 および 2003 では旧版をご使用ください。 
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